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1. 平成30年3月期第3四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第3四半期 460,070 20.5 17,005 194.0 17,582 633.1 10,591 ―

29年3月期第3四半期 381,708 △6.9 5,784 △16.5 2,398 △47.3 231 ―

（注）包括利益 30年3月期第3四半期　　15,903百万円 （―％） 29年3月期第3四半期　　△5,960百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第3四半期 96.63 ―

29年3月期第3四半期 2.11 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第3四半期 709,521 243,046 32.3

29年3月期 706,418 226,223 30.2

（参考）自己資本 30年3月期第3四半期 228,910百万円 29年3月期 213,279百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00

30年3月期 ― 15.00 ―

30年3月期（予想） 10.00 25.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 615,000 17.0 17,500 123.4 18,000 200.1 10,000 497.9 91.23

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記(３)四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 有

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記(３)四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期3Q 109,843,923 株 29年3月期 109,843,923 株

② 期末自己株式数 30年3月期3Q 237,765 株 29年3月期 233,415 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期3Q 109,608,149 株 29年3月期3Q 109,616,316 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件お
よび業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．(３)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。
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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間（平成29 年４月１日から平成29 年 12月31 日まで）のわが国経済は、雇

用環境の着実な改善を背景に個人消費が持ち直すとともに、企業活動も堅調に推移するなど、緩やかに

回復しました。 

鉄鋼業界におきましても、企業収益の回復を背景とした設備投資の増加などにより、国内の鋼材需要

は堅調に推移、海外の鋼材需要も先進国を中心に好調に推移する展開となりました。 

このような環境のもと、当社グループは製品の安定供給につとめ、堅調な鋼材需要を確実に捕捉する

とともに、原料価格の上昇に伴うコストアップについて、自助努力を超える分についてはお客様のご理

解を得ながら販売価格に反映させる取り組みに注力してまいりました。 

以上の取り組みの結果、当第３四半期連結累計期間の連結業績につきましては、売上高 4,600 億円

（前年同期比783 億円増収）、営業利益170 億円（同112 億円増益）、経常利益175 億円（同151 億円

増益）、親会社株主に帰属する四半期純利益105 億円（同103 億円増益)となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、現金及び預金の減少（△39 億円）、たな卸資産の増加（222

億円）等があり、前連結会計年度末（平成29年３月末）より31億円増加し、7,095億円となりました。 

負債は、支払手形及び買掛金の減少（△95 億円）、有利子負債の減少（△100 億円）等があり、前連結

会計年度末より137億円減少し、4,664 億円となりました。 

純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益（105 億円）、剰余金の配当（△21 億円）等があり、前

連結会計年度末より168 億円増加し、2,430億円となりました。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

今後のわが国経済は、地政学リスクや、世界的な保護貿易主義の高まりなどの懸念事項はあるもの

の、引続き緩やかな回復基調が続くものと見込まれます。 

鉄鋼業界におきましても、自動車をはじめとして、製造業の回復基調の継続や、東京五輪関連需要の

現出など、引続き鋼材需要は堅調に推移することが見込まれます。 

このような中、当社グループは親会社である新日鐵住金株式会社との経営戦略の共有を通じ、連携シ

ナジーの具現化を強力に推し進めるとともに、コア製品戦略の強化を図ってまいります。 

以上の経営環境や施策の取り組みを勘案し、平成30年３月期通期（平成29年４月１日から平成30 年

３月31 日まで）の連結業績予想は、売上高6,150 億円、営業利益175 億円、経常利益180 億円、親会

社株主に帰属する当期純利益100 億円となる見通しです。 

なお、当社は、平成30 年３月期の期末配当を未定としておりましたが、連結業績に応じた適切な配当

を念頭に、足元の業績および今年度の見通しを踏まえ、１株につき10 円（年間配当金としては１株につ

き 25 円）とさせていただく方針といたしました。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 16,717 12,781 

受取手形及び売掛金 60,588 62,150 

有価証券 4,625 5,317 

たな卸資産 132,139 154,400 

その他 44,248 18,681 

貸倒引当金 △514 △694 

流動資産合計 257,805 252,636 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 75,761 78,487 

機械装置及び運搬具（純額） 108,210 114,932 

土地 71,803 72,733 

その他（純額） 17,539 15,406 

有形固定資産合計 273,314 281,559 

無形固定資産 14,075 13,709 

投資その他の資産    

投資有価証券 114,455 117,915 

退職給付に係る資産 23,108 23,227 

その他 24,387 20,924 

貸倒引当金 △728 △451 

投資その他の資産合計 161,223 161,616 

固定資産合計 448,613 456,884 

資産合計 706,418 709,521 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 112,309 102,740 

短期借入金 52,711 57,165 

コマーシャル・ペーパー 7,000 29,000 

1年内償還予定の社債 20,000 10,000 

引当金 197 200 

その他 42,576 43,389 

流動負債合計 234,795 242,495 

固定負債    

社債 20,000 10,000 

長期借入金 145,323 128,778 

特別修繕引当金 8,590 8,671 

その他の引当金 1,447 1,491 

退職給付に係る負債 48,191 49,629 

その他 21,847 25,409 

固定負債合計 245,399 223,980 

負債合計 480,195 466,475 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 30,000 30,000 

資本剰余金 76,345 76,345 

利益剰余金 77,107 87,372 

自己株式 △565 △572 

株主資本合計 182,887 193,145 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 20,324 28,791 

繰延ヘッジ損益 △42 △27 

土地再評価差額金 465 465 

為替換算調整勘定 11,815 9,342 

退職給付に係る調整累計額 △2,171 △2,806 

その他の包括利益累計額合計 30,391 35,764 

非支配株主持分 12,944 14,135 

純資産合計 226,223 243,046 

負債純資産合計 706,418 709,521 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

売上高 381,708 460,070 

売上原価 339,381 401,375 

売上総利益 42,326 58,695 

販売費及び一般管理費 36,542 41,690 

営業利益 5,784 17,005 

営業外収益    

受取利息 116 88 

受取配当金 1,386 1,350 

持分法による投資利益 325 2,310 

為替差益 - 54 

その他 1,459 1,003 

営業外収益合計 3,287 4,807 

営業外費用    

支払利息 2,949 2,546 

出向者労務費差額負担 1,789 302 

為替差損 377 - 

その他 1,557 1,381 

営業外費用合計 6,673 4,230 

経常利益 2,398 17,582 

特別利益    

投資有価証券売却益 - 167 

特別利益合計 - 167 

特別損失    

固定資産除売却損 427 316 

投資有価証券評価損 - 1,438 

借入金繰上弁済関連費用 - 1,016 

特別損失合計 427 2,771 

税金等調整前四半期純利益 1,971 14,978 

法人税等 1,745 4,577 

四半期純利益 225 10,401 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △6 △190 

親会社株主に帰属する四半期純利益 231 10,591 

 

日新製鋼㈱(5413) 平成30年３月期 第３四半期決算短信

-5-



（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

四半期純利益 225 10,401 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 8,491 8,270 

繰延ヘッジ損益 1,120 - 

為替換算調整勘定 △5,927 △245 

退職給付に係る調整額 △294 △661 

持分法適用会社に対する持分相当額 △9,575 △1,860 

その他の包括利益合計 △6,186 5,502 

四半期包括利益 △5,960 15,903 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △4,520 15,957 

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,440 △53 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算し

ております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 

（会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示） 

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

有形固定資産の減価償却方法については、従来、定額法を採用していましたが、第１四半期連結会計 

期間より当社および国内連結子会社において、建物、建物附属設備および構築物の一部を除き定率法に 

変更しております。     

この変更は、当社が新日鐵住金株式会社の連結子会社となったことに伴い会計処理の統一を図るとと 

もに、今後、新日鐵住金グループにおいて推進する事業構造改革による同種設備間での最適な生産配分 

等により設備の生産性が向上していくことを踏まえた変更です。 

  この変更により、従来の方法に比べて当第３四半期連結累計期間の減価償却費が4,017百万円増加し、 

営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益はそれぞれ3,237百万円減少しております。 
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（決算発表用資料） （１／３）
2018年2月1日

日新製鋼株式会社
Ⅰ．2017年度第3四半期決算

１．損益状況等

２．諸元

３．経常利益差異内訳
　①2016年度4-12月期（実績） 対 2017年度4-12月期（実績）

（億円） (普・特) (ｽﾃﾝﾚｽ)

23 78 ▲ 55

販売関連 430 290 140

購買関連 ▲ 420 ▲ 295 ▲ 125

コスト等 ▲ 39 ▲ 26 ▲ 13

子会社等 55 5 50

在庫評価 126 59 67

計 152 33 119

175 111 64

2016年度4-12月期（実績） 変動要因

価格差 400、数量構成差 15、輸出為替差 15

鉄鉱石▲75、石炭▲130、ﾆｯｹﾙ原料▲35、ｸﾛﾑ▲60、

油類▲20、輸入為替差▲50、その他▲50

▲35→91（内ｽﾃﾝﾚｽ▲30→37）

海外関連会社等

減価償却方法変更▲40

変

動

要

因

2017年度4-12月期（実績）

（億円）
2017年度

上期 下期 差異
4-6月 7-9月 10-12月 4-12月 4-12月
(実績) (実績) (実績) (実績) (実績) (実績) ①

No a b c d e f e-f

1 1,487 1,600 3,087 1,513 4,600 3,817 783
2 36 103 139 31 170 57 113

経 常 利 益 普通鋼･特殊鋼 3 16 77 93 18 111 78 33
ステンレス 4 30 25 55 9 64 ▲ 55 119
計 5 46 102 148 27 175 23 152

6 32 64 96 9 105 2 103

在 庫 評 価 普通鋼･特殊鋼 7 40 15 55 ▲ 1 54 ▲ 5 59
ステンレス 8 20 5 25 12 37 ▲ 30 67
計 9 60 20 80 11 91 ▲ 35 126

経 常 利 益 普通鋼･特殊鋼 10 ▲ 24 62 38 19 57 83 ▲ 26
<実力ベース> ステンレス 11 10 20 30 ▲ 3 27 ▲ 25 52

計 12 ▲ 14 82 68 16 84 58 26

売 上 高

営 業 利 益

親会社株主に帰属する当期純利益

2016年度

2017年度
上期 下期 差異

4-6月 7-9月 10-12月 4-12月 4-12月
(実績) (実績) (実績) (実績) (実績) (実績) ①

No a b c d e f e-f

 粗鋼生産量 普通鋼･特殊鋼 1 72 70 142 70 212 223 ▲ 11
 （万㌧） ステンレス 2 17 17 34 16 50 49 1

計 3 89 87 176 86 262 272 ▲ 10
 販売数量 普通鋼･特殊鋼 4 75 76 151 75 226 225 1
 （万㌧） ステンレス 5 13 15 28 13 41 39 2

計 6 88 91 179 88 267 264 3
 鋼材平均単価 （千円／㌧） 7 126 131 128 125 128 107 21
 輸出比率 （金額ﾍﾞｰｽ,％） 8 16 13 14 12 13 15 ▲ 2
 輸出為替ﾚｰﾄ （円／㌦） 9 111 111 111 113 112 106 6

2016年度



（２／３）

４．貸借対照表

Ⅱ．2017年度業績予想

１．損益状況等

２．諸元

（億円）

対2017/3末 対2017/3末

有利子負債 2,349 ▲ 100
現預金 127 ▲ 39 その他の負債 2,315 ▲ 36
売上債権 621 15  負債合計 4,664 ▲ 137
たな卸資産 1,544 222 資本金・資本剰余金 1,063 －
その他流動資産 233 ▲ 250 利益剰余金 873 102
有形・無形固定資産 2,952 78 自己株式 ▲ 5 ▲ 0
投資等 1,616 3 その他の包括利益

累計額 357 53
非支配株主持分 141 11

 純資産合計 2,430 168
7,095 31 7,095 31資産合計 負債・純資産合計

（億円）
2017年度

上期 下期 　
(実績) (予想) (予想) (実績) (前回予想) ① ② ③

No a b c d e b-a c-d c-e

1 3,087 3,063 6,150 5,255 6,200 ▲ 24 895 ▲ 50
2 139 36 175 78 190 ▲ 103 97 ▲ 15

経 常 利 益 普通鋼･特殊鋼 3 93 17 110 104 125 ▲ 76 6 ▲ 15
ステンレス 4 55 15 70 ▲ 45 55 ▲ 40 115 15
計 5 148 32 180 59 180 ▲ 116 121 0

6 96 4 100 16 100 ▲ 92 84 0

在 庫 評 価 普通鋼･特殊鋼 7 55 15 70 25 55 ▲ 40 45 15
ステンレス 8 25 25 50 ▲ 35 45 0 85 5
計 9 80 40 120 ▲ 10 100 ▲ 40 130 20

経 常 利 益 普通鋼･特殊鋼 10 38 2 40 79 70 ▲ 36 ▲ 39 ▲ 30
<実力ベース> ステンレス 11 30 ▲ 10 20 ▲ 10 10 ▲ 40 30 10

計 12 68 ▲ 8 60 69 80 ▲ 76 ▲ 9 ▲ 20

売 上 高

営 業 利 益

親会社株主に帰属する当期純利益

差異2017年度2016年度

2017年度
上期 下期 　
(実績) (予想) (予想) (実績) (前回予想) ① ② ③

No a b c d e b-a c-d c-e

 粗鋼生産量 普通鋼･特殊鋼 1 142 138 280 294 290 ▲ 4 ▲ 14 ▲ 10
 （万㌧） ステンレス 2 34 32 66 66 66 ▲ 2 0 0

計 3 176 170 346 360 356 ▲ 6 ▲ 14 ▲ 10
 販売数量 普通鋼･特殊鋼 4 151 150 301 308 307 ▲ 1 ▲ 7 ▲ 6
 （万㌧） ステンレス 5 28 29 57 53 58 1 4 ▲ 1

計 6 179 179 358 361 365 0 ▲ 3 ▲ 7
 鋼材平均単価 （千円／㌧） 7 128 126 127 109 126 ▲ 2 18 1
 輸出比率 （金額ﾍﾞｰｽ,％） 8 14 13 14 15 13 ▲ 1 ▲ 1 1
 輸出為替ﾚｰﾄ （円／㌦） 9 111 113 112 108 111 2 4 1

差異2017年度2016年度



（３／３）

３．経常利益差異内訳
　①2017年度上期（実績） 対 2017年度下期（予想）

　②2016年度通期（実績） 対 　2017年度通期（予想）

　③2017年度通期（前回予想） 対 　2017年度通期（予想）

４．株主還元
　　　期末配当については、連結業績に応じた適切な配当を基本に、足下の業績
　　　および今後の業績見通しを踏まえ、１株当たり10.0円を実施予定。
　　　なお、年間では１株あたり25.0円の配当を実施予定。

〔参考〕有利子負債・ネットＤ／Ｅレシオ

以上

 手許預金(億円) 263 314 167 127
 有利子負債(億円) 2,898 2,795 2,450 2,349
 ネットＤ／Ｅレシオ 1.00 1.17 1.07 0.97

2017/12末2017/3末2015/3末 2016/3末

（億円） (普・特) (ｽﾃﾝﾚｽ)

148 93 55

販売関連 ▲ 70 ▲ 40 ▲ 30

購買関連 0 0 0

コスト等 4 4 0

子会社等 ▲ 10 0 ▲ 10

在庫評価 ▲ 40 ▲ 40 0

計 ▲ 116 ▲ 76 ▲ 40

32 17 15

鉄鉱石 10、石炭 25、ﾆｯｹﾙ原料▲15、ｸﾛﾑ 25、

2017年度下期（予想）

変

動

要

因

海外関連会社等

2017年度上期（実績）

80→40（内ｽﾃﾝﾚｽ25→25）

価格差▲75、数量構成差 5

変動要因

油類▲15、輸入為替差▲15、その他▲15

（億円） (普・特) (ｽﾃﾝﾚｽ)

59 104 ▲ 45

販売関連 495 330 165

購買関連 ▲ 510 ▲ 335 ▲ 175

コスト改善等 ▲ 59 ▲ 39 ▲ 20

子会社等 65 5 60

在庫評価 130 45 85

計 121 6 115

180 110 70

▲10→120（内ｽﾃﾝﾚｽ ▲35→50）

変動要因

2017年度通期（予想）

2016年度通期（実績）

海外関連会社等

鉄鉱石▲90、石炭▲150、油類▲35、ﾆｯｹﾙ原料▲50、

ｸﾛﾑ▲65、輸入為替差▲65、その他▲55

減価償却方法変更影響▲50、電力単価差▲20

価格差 450、数量構成差 20、輸出為替差 25変

動

要

因

（億円） (普・特) (ｽﾃﾝﾚｽ)

180 125 55

販売関連 25 5 20

購買関連 ▲ 65 ▲ 40 ▲ 25

コスト改善等 0 0 0

子会社等 20 5 15

在庫評価 20 15 5

計 0 ▲ 15 15

180 110 702017年度通期（予想）

2017年度通期（前回予想） 変動要因

変

動

要

因

価格差 30、数量構成差▲10、輸出為替差 5

鉄鉱石▲5、油類▲15、ﾆｯｹﾙ原料▲15、ｸﾛﾑ 5、

海外関連会社等

100→120（内ｽﾃﾝﾚｽ 45→50）

輸入為替差▲20、その他▲15


